
ＳＴＥＡＭ教育を取り入れた理科の授業案 
ものづくりを取り入れた授業案 

１ 指導学年 小学校第６学年理科  

 

２ 単元名 「地球に生きる」（東京書籍 新しい理科６） 

 

３ 全体計画（８時間扱い 本時１／８） 

時 主たる学習活動 他教科との関連 

１ 

本時 

・自然環境や経済面など様々な視点を踏まえて紙で橋を作る。 社会 

・世界の未来と日本の役割  

２ ・教科書 P188，189 の資料写真を見たり既習事項を振り返った

りし，人と環境との関わりについて問題を見いだす。 

 

３ ・人は空気や水などの環境とどのように関わり，その結果，ど

のような影響を及ぼしているかを調べ，まとめる。  

社会 

・大切な水のために   

４・５ ・環境を守るための工夫や努力について調べ，まとめる。 

６・７ ・火山の噴火や地震，台風や洪水などによって受ける影響を小

さくするための取組について調べたり考えたりする。 

社会 

・地震からくらしを守る  

・自然災害を防ぐ  

８ 

 

・人が地球で暮らし続けるために，自分たちでできることを考

え，発表し合う。  

・資料を読んで，SDGs について知り，持続可能な開発目標の中

で，その目標を達成するために自分でできることを考える。 

・人と環境との関わりについてまとめる。 

社会 

・くらしをささえる電気・

ガス  

 

４ 本時の計画 

(1) 目標  

災害によって壊れた橋を作る活動を通して，環境の変化から受ける影響を少なくするための取組や人

と環境の関わりについて多面的に考え，より妥当な考えをつくりだして表現する。 

（思考力・判断力・表現力等） 

(2) 指導に当たって 

 本時の「紙で橋を作る活動」は，本単元「地球に生きる」の導入として扱う。災害によって壊れた橋

を取り上げ，場面設定を工夫し，紙で壊れた橋を作り直す活動を行う。紙を折ったり，切ったり，のり

で貼ったりと紙の加工方法をいろいろと工夫することで，重りをのせても耐えられる丈夫な橋を作らせ

る。完成した橋に対し，経済面や環境面,利便性など様々な視点から考えられるような問い掛けを行い，

児童にいろいろな視点から橋を見直させ,何度も作り直す活動を通して，橋を作るためには経済面や環

境面，利便性など多様な観点から考えなければならないことに気付かせたい。また,この学習を通して，

第２時から行う自然環境や自然災害について調べたり，自然災害への対策を考えたりする際に，様々な

視点から考えられるようにさせたい。 

(3) ＳＴＥＡＭ教育との関連 

① 教科等横断的な視点 

 完成した橋に対して経済面や環境面，利便性など様々な視点からも考えられるように問い掛けること

で，教科等横断的な視点で新たな問題点に気付かせる。 

② 実社会との関わり 



ア 台風による川の増水で壊れた橋を直すという場面を設定する。 

イ 紙で橋を作る際に，身近にある紙製品を観察することで，紙製品を丈夫にしている工夫点に気付か

せ，自分の橋づくりの参考にさせる。 

(4) 指導過程 

段

階 

学習活動 

○主な発問・指示  

◆予想される児童の反応 

形

態 
指導上の留意点 

導

入 

５ 

分 

１ 問題場面を知る。 

 

 

 

 

○皆さんだったら，どのような橋にしま

すか。 

◆丈夫な橋 

○発表してもらったような橋を作るため

にはどんな材料が必要かな。 

◆鉄（金属）  ◆コンクリート 

○この山の国はお金がなくて，発表して

もらったような材料があまり準備でき

ません。このようなとき，どうしたらよ

いと思いますか。 

◆コンクリートを少しだけ使う 

◆安い材料で作る 

一

斉 

 

◎環境や自然災害について意識させるため，導

入時に，この単元のねらいや単元全体の活動

内容を説明する。 

＜実社会で起こり得るような場面を設定する＞ 

 

 

 

 

 

展

開 

30 

分 

２ 本時の課題を聞く。 

○今日は，紙１枚で 10 人のれる橋を作っ

てもらいます。 

 

 

 

 

 

 

３ 見通しを立てる。 

○人が 10人のる橋にするには，どのよう

な工夫をすればよいか，予想を立てて

みましょう。 

○紙で橋を作るためのヒントを準備しま

した。参考にしたい班は見てください。 

 

 

４ 見通しを基に橋を作製する。 

○それでは，班ごとに橋を作りましょう。 

◆両端を折り返して強度を高めた橋 

班 

 

 

 

 

 

 

 

 

班 

 

 

 

 

 

 

 

班 

 

 

◎どのような紙の加工方法があるか，児童との

やり取りを通して引き出す。 

 

 

 

 

 

 

 

◎見通しを持って橋を作ることができるようワ

ークシートに設計図（予想）を書かせてから橋

づくりに取り組ませる。 

＜実社会と結び付けて考えさせる＞ 

 

 

 

 

◎考えが思い付かない班には，他の班が作った

橋を参考にしてもよいこととする。 

◎橋が完成した班に対して，様々な視点で橋を

〈条件〉 

・材料費を抑えるため，紙１枚を使う。 

・１枚の紙を自由に加工する。 

・15g の重り１個を１人分の重さとす

る。 

・何度も挑戦できる。 

身近な紙製品を観察させ，紙の縁を折り返し

たり重ねたりするといった紙を丈夫にする

ための工夫点に気付かせる。 

洪水によって橋が壊れた。 

ある日，山の国に台風が上陸し，川の水

が増えて，橋がこわれてしまいました。

大工のあなたは，山の国の国王から橋

を直してほしいとお願いされました。 



◆蛇腹に折った橋 

◆紙を重ねて強くした橋 

◆橋脚を増やした橋 

○川に住む生き物にとって，橋脚を増や

すことはどうかな。 

○川を行き来する人にとって，橋脚を増

やすことはどうかな。 

 

５ 完成した橋を発表する。 

○班ごとに，作った橋を発表しましょう。 

○どこを工夫したのかな。 

○紙製品のどこを参考にして作ったのか

な。 

◆段ボールをまねして，ギザギザに折り

ました 

◆はじめは橋脚を付けた橋を作ったけれ

ど，橋の下を船が通れるように橋脚が

ない橋を次に作りました 

 

 

 

 

 

 

 

 

一

斉 

 

検討させる。 

＜教科等横断的な視点で考えさせる＞ 

 

 

 

 

 

 

◎作製した橋をスクリーン等に提示し，橋の作

りが見えるようにする。 

◎工夫した点や紙製品を参考にした点が分かる

ように発表させる。 

◎他の視点から橋について考え，工夫した点に

ついても発表させる。 

◎いろいろな橋を見たり，考えたりすることで，

多面的・多角的に自分の橋を見直せるように

する。 

◎橋を作る工夫や良さも，他の視点から考えれ

ば，問題点にもなることを考えさせる。 

終

結 

10

分 

６ 本時の学びを振り返る。 

○いろいろな知識を使ったり，いろいろ

な立場から考えたりして橋を作ること

ができました。今日学んだことを今後

の学習にどう役立てたいかワークシー

トに書きましょう。 

◆何かを作るときには，安全面だけでは

なく，経済面についても考えてみたい

と思います 

◆環境問題について考えるときに，人間

と動物の両方が喜ぶような対策を考え

たいです 

個

人 

◎丈夫な構造を考える際に理科の知識を使って

解決したことを確認する。 

◎橋を作るためには，丈夫であることだけでは

なく経済面や環境面，利便性などについても

考えて作らなければならないことに気付かせ

る。 

◎理科の知識だけでは解決できないこともあ

り，様々な教科の知識を活用して解決策を考

えなければならないことに気付かせる。 

◎橋づくりを通して学んだことを，第２時以降

の学習につなげる。 

 

 

 

生物や川を利用する人，橋を渡る人などの視

点から橋について考えさせ，新たな問題点に

気付かせる。 


